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 質 問 者  木 村 公 雄   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 文部科学省は、令和３年度実施した小学校６年、

中学校３年の全員を対象とした全国学力学習状況調

査（全国学力テスト）の結果を去る令和３年８月31

日に公表しました。そこで伺います。  

（１）平成28年度から令和３年度実施された学力テ

ストの結果を調査分析してみると、全国、県内

平均よりもかなりの差があり、非常に悪い状況

でありますが、当局はその実態をどのように認

識していますか。 

（２）その解決策の具体案と学力テストの結果と状

況を町民に公表し、情報を共有すべきと思いま

すが、公表していない理由を伺います。 

（３）県内において学力テストの結果を公表してい

る市町村と公表していない市町村を伺います。 

（質問の相手：町長・教育長・担当課長） 

 

 

 

 

 

 

１ なぜ低い、女川小、

中学校の学力 
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 質 問 者  木 村 公 雄   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

町長は令和３年度施政方針の中で勤労青少年セ

ンター（以下、「センター」という。）の老朽化

対策、そして何よりも地区全体の防災対策の今後

を考慮した結果、センター等の代替となる文教施

設、防災広場の各機能を旧女川第一小学校跡地に

集約を図る方向で、令和３年度はマスタープラン

を作成し、全体の配置計画など必要な検討を行う

と明言しています。 

現在のセンターは東日本大震災において旧第一

保育所とともに鷲神区民をはじめ多くの住民の避

難場所として最も大切な生命、財産を守る最後の

砦でした。今後旧第一保育所が民間に売却される

に伴い、センターの存続は令和３年10月31日現在

の鷲神地区の西区、上全区内680世帯1432人の最も

切実で最大の課題であります。ぜひ存続させるべ

きと思いますが。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

（１）被害原因は特定されましたか。また、費用

負担等は。 

（２）営業再開の時期はいつですか。 

２ 鷲神地区の勤労青少年

センターの存続は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「ゆぽっぽ」の被害

原因等の調査結果は 

 

 


